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1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日） 

当社は、平成29年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株
当たり当期純利益を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

当社は、平成29年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株
当たり純資産を算定しております。 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 79,226 △2.3 3,821 △7.1 3,933 △5.5 2,780 1.8
29年3月期 81,114 3.0 4,114 4.2 4,162 7.5 2,731 9.9

（注）包括利益 30年3月期  3,303百万円 （8.4％） 29年3月期  3,046百万円 （84.9％）

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利
益率

総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 241.50 ― 5.5 4.1 4.8
29年3月期 237.18 ― 5.7 4.4 5.1

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 145百万円 29年3月期 75百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 96,052 51,681 53.7 4,477.64
29年3月期 95,405 49,034 51.3 4,247.27

（参考） 自己資本 30年3月期 51,538百万円 29年3月期 48,903百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 624 △1,313 △2,121 8,652
29年3月期 6,610 △1,312 △994 11,340

2. 配当の状況 

29年3月期期末配当の内訳   普通配当  5円00銭   創立70周年記念配当  1円00銭 
当社は、平成29年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。平成30年3月期第2四半期末の1株当たり期末配当金につきまして
は、当該株式併合前の金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式併合後の基準で換算した平成30年3月期の1株当たり年間配当金
は53円となります。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 5.00 ― 6.00 11.00 633 23.2 1.3
30年3月期 ― 5.00 ― 28.00 ― 610 21.9 1.2
31年3月期(予想) ― 29.00 ― 29.00 58.00 23.8

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 
 
 
 
 
 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 40,000 25.0 600 ― 550 ― 320 ― 27.80
通期 89,000 12.3 4,200 9.9 4,100 4.2 2,800 0.7 243.22



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

当社は、平成29年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定 
し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。 

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 11,589,925 株 29年3月期 11,589,925 株
② 期末自己株式数 30年3月期 79,719 株 29年3月期 75,780 株
③ 期中平均株式数 30年3月期 11,512,134 株 29年3月期 11,515,436 株

（参考）個別業績の概要 

平成30年3月期の個別業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日） 

当社は、平成29年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当た
り当期純利益を算定しております。 

(2) 個別財政状態 

当社は、平成29年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当た
り純資産を算定しております。  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 57,604 0.4 1,753 10.3 2,853 16.3 2,305 30.0
29年3月期 57,367 1.5 1,589 △6.7 2,452 14.0 1,773 25.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期 200.23 ―
29年3月期 154.03 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 82,657 44,437 53.8 3,860.74
29年3月期 81,620 42,751 52.4 3,712.92

（参考） 自己資本 30年3月期 44,437百万円 29年3月期 42,751百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況 （４）今後の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における世界経済は、世界貿易量の伸びが実質経済成長率の伸びを上回り、ＩＭＦが2018～2019年

の世界経済成長率予測を上方修正するなど、景況感が大きく改善する中で推移いたしました。また、国内経済におい

ても好調な輸出や設備投資などを背景に実質ＧＤＰの成長率が８四半期連続でプラスとなるなど、緩やかな成長が継

続いたしました。

当社グループを取り巻く事業環境は、電力・上下水分野及び東南アジア地域においてやや勢いを欠く状況が続いた

ものの、全般的には製造業を中心とした企業部門の生産活動や設備投資の堅調な動向を受けて概ね好調に推移いたし

ました。特に電子産業分野においては、好調なＩｏＴ投資やデータセンターなどに向けた半導体・電子部品等の需要

拡大を背景に、国内及び中国で大規模な設備投資が相次ぐなど、引き続き活発な状況で推移しております。

このような状況の下、当社グループは「電子産業」「機能商品」「電力」の各分野における事業拡大と、水以外の

各種溶剤や電子材料、ガス等の分離・精製・回収など新たな事業分野への展開を目指した技術の確立に向け、中国・

台湾・東南アジアなど海外における受注・納入体制の強化や新商品・新技術開発に向けた研究開発投資の拡大などに

取り組んでまいりました。

この結果、当連結会計年度の当社グループの業績は、受注高88,049百万円（前連結会計年度比18.9％増）、売上高

79,226百万円（同2.3％減）、営業利益3,821百万円（同7.1％減）、経常利益3,933百万円（同5.5％減）、親会社株主

に帰属する当期純利益2,780百万円（同1.8％増）となりました。また、ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）は5.5％（前

連結会計年度は5.7％）、売上高営業利益率は4.8％（同5.1％）となっております。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

［水処理エンジニアリング事業］

当事業におきましては、電子産業分野において、国内・中国で半導体・電子部品等の設備投資が活発に推移したこ

とから大型案件の受注が続き、大幅に受注高が増加いたしました。売上高につきましては、前連結会計年度まで大型

案件の売上が続いた台湾において大型投資に一服感が見られた影響で減少しておりますが、国内・中国での大型案件

の売上やメンテナンス・消耗品交換等のソリューションサービスの売上が拡大したことから増加いたしました。

一般産業分野においては、老朽化設備の更新や合理化・省力化投資を中心に設備投資が堅調に推移し、受注高は増

加いたしましたが、大型案件の売上を計上した前連結会計年度と比較して売上高は減少いたしました。

電力・上下水分野においては、国内の設備投資に勢いを欠く中、東南アジア地域での石炭火力発電所計画に延期が

見られるなど厳しい状況が続き、受注高・売上高ともに減少いたしました。

一方利益面につきましては、売上高が減少する中、国内外のプラント案件において取り組んだ各種の原価低減策な

どによって利益率が改善し、売上総利益が増加したものの、新技術の開発に向けた研究開発投資の拡大や営業・技

術・納入体制の強化等によって販売費及び一般管理費が増加し、営業利益は減少いたしました。

この結果、受注高70,889百万円（前連結会計年度比23.0％増）、売上高62,164百万円（同3.9％減）、営業利益

2,403百万円（同4.0％減）となりました。

［機能商品事業］

当事業におきましては、新たに上市した卓上型の超純水・純水装置ピューリック・ピュアライトαシリーズが好調

に推移した標準型水処理機器分野、またＲＯ膜処理剤や排水処理薬剤などの海外展開や国内の電子産業・一般産業向

けの販売が伸長した水処理薬品分野の受注・売上が拡大いたしました。

一方利益面につきましては、売上の拡大によって売上総利益が増加したものの、新商品の開発に向けた研究開発投

資の拡大や販売体制の強化等によって販売費及び一般管理費が増加し、営業利益は減少いたしました。

この結果、受注高17,160百万円（前連結会計年度比4.5％増）、売上高17,061百万円（同3.9％増）、営業利益1,418

百万円（同11.9％減）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

（流動資産）

当連結会計年度末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ387百万円増加し、70,993百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金2,687百万円、リース投資資産1,594百万円の減少に対し、受取手形及び売掛金

3,502百万円、仕掛品を中心としたたな卸資産698百万円の増加によるものであります。

（固定資産）

当連結会計年度末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ258百万円増加し、25,058百万円となりま

した。これは主に、無形固定資産168百万円、投資有価証券195百万円の増加によるものであります。

（流動負債）

当連結会計年度末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ677百万円減少し、36,963百万円となりま

した。これは主に、前受金670百万円の増加に対し、支払手形及び買掛金614百万円、未払消費税等のその他流動負

債618百万円の減少によるものであります。

（固定負債）

当連結会計年度末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ1,322百万円減少し、7,407百万円となり

ました。これは主に、長期借入金1,200百万円の減少によるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ2,646百万円増加し、51,681百万円となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する当期純利益の計上等に伴う利益剰余金2,146百万円の増加によるものであ

ります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ2,687百万円

減少し、当連結会計年度末には8,652百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は、624百万円となりました。これは主に、売上債権の増加3,199百万円による資

金の減少に対し、税金等調整前当期純利益3,928百万円、リース投資資産の減少1,598百万円による資金の増加があ

ったことによるものであります。（前連結会計年度は6,610百万円の収入)

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって支出された資金は、1,313百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出

837百万円及び無形固定資産の取得による支出309百万円によるものであります。（前連結会計年度は1,312百万円の

支出）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって支出された資金は、2,121百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出

1,200百万円、配当金の支払額633百万円による資金の減少があったことによるものであります。（前連結会計年度

は994万円の支出）
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、世界経済の緩やかな成長の継続を背景に日本経済も底堅く推移することが予想され

る一方、円高・資源高の進行や世界的な政治動向、特に広がりを見せる保護主義の動きなど、先行きに対する不透明

感も強くなりつつあります。

当社グループを取り巻く事業環境につきましては、電力分野において原子力発電所の再稼動の停滞や、「脱炭素」

の流れを背景とした東南アジア地域の石炭火力発電所の新設計画の中止・延期などが懸念されるものの、電子産業分

野において半導体などを中心とした活発な設備投資が継続することが予想され、その他の産業分野においても老朽化

設備の更新や合理化・省力化投資に加え、好調な内需・外需を背景とした能力増強投資などが堅調に推移することを

見込んでおります。

このような状況の下、当社グループにおいては既存事業におけるコスト競争力・生産性のさらなる向上と差別化製

品・技術の創出に向けた研究開発への資源投入の拡大を継続し、新商品の開発と海外展開の拡大による機能商品事業

の強化、大規模な設備投資計画が続く電子産業分野の拡大、水処理技術で培った高度な分離・精製技術を核とした二

次電池や電子材料の精製など新規事業の開拓を注力分野とし重点的に取り組んで参ります。

次期の業績見通しにつきましては受注高87,000百万円（前連結会計年度比1.2％減）、売上高89,000百万円（同

12.3％増）、営業利益4,200百万円（同9.9％増）、経常利益4,100百万円（同4.2％増）、親会社株主に帰属する当

期純利益2,800百万円（同0.7％増）、ＲＯＥ5.2％(前連結会計年度は5.5％)、売上高営業利益率4.7％（同4.8％）

を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、当面は日本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳ（国際会計基準）につきましては、今後も国内外の諸情勢等を注視してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,340 8,652

受取手形及び売掛金 32,958 36,460

リース投資資産 16,835 15,241

商品及び製品 4,237 4,365

仕掛品 1,613 2,048

原材料及び貯蔵品 1,185 1,321

繰延税金資産 619 703

その他 2,033 2,285

貸倒引当金 △218 △85

流動資産合計 70,605 70,993

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 17,762 18,148

減価償却累計額 △11,877 △12,247

建物及び構築物（純額） 5,884 5,900

機械装置及び運搬具 5,397 5,580

減価償却累計額 △4,679 △4,809

機械装置及び運搬具（純額） 718 771

土地 12,558 12,561

建設仮勘定 200 8

その他 4,680 4,802

減価償却累計額 △3,965 △4,191

その他（純額） 714 611

有形固定資産合計 20,077 19,853

無形固定資産 1,007 1,175

投資その他の資産

投資有価証券 1,500 1,695

繰延税金資産 1,763 1,758

その他 500 742

貸倒引当金 △48 △167

投資その他の資産合計 3,715 4,029

固定資産合計 24,800 25,058

資産合計 95,405 96,052
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,308 15,694

短期借入金 14,309 14,082

未払法人税等 842 935

前受金 1,729 2,399

繰延税金負債 4 6

賞与引当金 987 1,048

製品保証引当金 253 233

工事損失引当金 33 9

その他 3,171 2,553

流動負債合計 37,640 36,963

固定負債

長期借入金 2,601 1,401

繰延税金負債 12 17

製品保証引当金 - 65

退職給付に係る負債 5,981 5,789

その他 135 134

固定負債合計 8,730 7,407

負債合計 46,371 44,371

純資産の部

株主資本

資本金 8,225 8,225

資本剰余金 7,508 7,508

利益剰余金 34,023 36,170

自己株式 △343 △355

株主資本合計 49,413 51,548

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 285 312

繰延ヘッジ損益 △6 △0

為替換算調整勘定 △163 59

退職給付に係る調整累計額 △624 △381

その他の包括利益累計額合計 △509 △10

非支配株主持分 130 142

純資産合計 49,034 51,681

負債純資産合計 95,405 96,052
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 81,114 79,226

売上原価 62,470 60,075

売上総利益 18,644 19,150

販売費及び一般管理費 14,529 15,328

営業利益 4,114 3,821

営業外収益

受取利息 10 24

受取配当金 22 24

為替差益 59 -

持分法による投資利益 75 145

その他 40 61

営業外収益合計 208 255

営業外費用

支払利息 74 69

為替差損 - 8

貸倒引当金繰入額 72 30

損害賠償金 - 25

その他 13 9

営業外費用合計 160 143

経常利益 4,162 3,933

特別利益

固定資産売却益 0 1

施設利用権売却益 - 2

国庫補助金 13 -

特別利益合計 13 3

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産廃棄損 22 6

投資有価証券売却損 1 -

投資有価証券評価損 149 -

施設利用権評価損 2 1

特別損失合計 175 8

税金等調整前当期純利益 4,000 3,928

法人税、住民税及び事業税 1,253 1,313

法人税等調整額 △9 △198

法人税等合計 1,243 1,115

当期純利益 2,756 2,813

非支配株主に帰属する当期純利益 25 32

親会社株主に帰属する当期純利益 2,731 2,780
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 2,756 2,813

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 95 26

繰延ヘッジ損益 5 6

為替換算調整勘定 △174 217

退職給付に係る調整額 362 240

持分法適用会社に対する持分相当額 1 1

その他の包括利益合計 290 490

包括利益 3,046 3,303

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 3,022 3,279

非支配株主に係る包括利益 24 24
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,225 7,508 31,868 △338 47,263

当期変動額

剰余金の配当 △575 △575

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,731 2,731

自己株式の取得 △4 △4

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 2,155 △4 2,150

当期末残高 8,225 7,508 34,023 △343 49,413

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 188 △12 9 △986 △801 106 46,567

当期変動額

剰余金の配当 △575

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,731

自己株式の取得 △4

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
96 5 △172 362 291 24 315

当期変動額合計 96 5 △172 362 291 24 2,466

当期末残高 285 △6 △163 △624 △509 130 49,034
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,225 7,508 34,023 △343 49,413

当期変動額

剰余金の配当 △633 △633

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,780 2,780

自己株式の取得 △11 △11

自己株式の処分 △0 0 0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 2,146 △11 2,135

当期末残高 8,225 7,508 36,170 △355 51,548

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 285 △6 △163 △624 △509 130 49,034

当期変動額

剰余金の配当 △633

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,780

自己株式の取得 △11

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
27 6 223 242 499 11 511

当期変動額合計 27 6 223 242 499 11 2,646

当期末残高 312 △0 59 △381 △10 142 51,681
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 4,000 3,928

減価償却費 950 972

引当金の増減額（△は減少） △146 68

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 176 154

受取利息及び受取配当金 △33 △48

支払利息 74 69

為替差損益（△は益） 75 30

損害賠償損失 - 25

持分法による投資損益（△は益） △75 △145

固定資産売却損益（△は益） 0 △1

固定資産廃棄損 22 6

投資有価証券売却損益（△は益） 1 -

投資有価証券評価損益（△は益） 149 -

施設利用権売却損益（△は益） - △2

売上債権の増減額（△は増加） 3,757 △3,199

リース投資資産の増減額（△は増加） △2,420 1,598

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,489 △688

仕入債務の増減額（△は減少） △1,969 △812

その他 891 △19

小計 7,946 1,937

利息及び配当金の受取額 33 47

利息の支払額 △77 △70

損害賠償金の支払額 - △25

法人税等の支払額 △1,302 △1,323

法人税等の還付額 10 34

その他 - 24

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,610 624

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △855 △837

有形固定資産の売却による収入 0 2

無形固定資産の取得による支出 △492 △309

投資有価証券の取得による支出 △9 △10

投資有価証券の売却による収入 39 -

貸付けによる支出 △100 △250

貸付金の回収による収入 100 100

施設利用権の売却による収入 - 2

その他 6 △11

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,312 △1,313
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,924 △237

長期借入金の返済による支出 △2,400 △1,200

配当金の支払額 △575 △633

非支配株主への配当金の支払額 - △12

その他 57 △37

財務活動によるキャッシュ・フロー △994 △2,121

現金及び現金同等物に係る換算差額 △171 122

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,132 △2,687

現金及び現金同等物の期首残高 7,207 11,340

現金及び現金同等物の期末残高 11,340 8,652
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の事業部制を採用しており、各事業部等は取り扱う製品・サービスについて国内及び海

外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社は事業部等を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、経済的特徴や製品の性

質、サービスの内容が概ね類似しているものを集約した「水処理エンジニアリング事業」及び「機能商品事業」の２

つを報告セグメントとしております。

「水処理エンジニアリング事業」は、主に大型水処理関連設備の製造販売及びメンテナンス、運転管理等各種サー

ビスを展開しております。「機能商品事業」は、標準型水処理機器、水処理薬品及び食品添加剤等を製造販売してお

ります。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と同一

であります。

また、セグメント利益は営業利益ベースの数値であり、連結損益計算書の営業利益との間に差異はありません。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　 前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額

水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 64,700 16,413 81,114 ― 81,114

セグメント間の内部売上高又
は振替高 ― ― ― ― ―

計 64,700 16,413 81,114 ― 81,114

セグメント利益 2,504 1,609 4,114 ― 4,114

セグメント資産 74,515 16,501 91,017 4,388 95,405

その他の項目

減価償却費 714 235 950 ― 950

のれんの償却額 42 3 45 ― 45

持分法適用会社への投資額 380 ― 380 ― 380

有形固定資産及び無形固定資
産の増加額 986 410 1,396 ― 1,396

(注) １ セグメント資産の調整額4,388百万円は、主に繰延税金資産及び長期投資資金（投資有価証券）等でありま

す。

２ 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の償却額及び増加額が含まれて

おります。

　

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額

水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 62,164 17,061 79,226 ― 79,226

セグメント間の内部売上高又
は振替高 ― ― ― ― ―

計 62,164 17,061 79,226 ― 79,226

セグメント利益 2,403 1,418 3,821 ― 3,821

セグメント資産 73,959 17,496 91,455 4,596 96,052

その他の項目

減価償却費 706 266 972 ― 972

のれんの償却額 42 3 45 ― 45

持分法適用会社への投資額 527 ― 527 ― 527

有形固定資産及び無形固定資
産の増加額 597 358 955 ― 955

(注) １ セグメント資産の調整額4,596百万円は、主に繰延税金資産及び長期投資資金（投資有価証券）等でありま

す。

２ 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の償却額及び増加額が含まれて

おります。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の内容を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 台湾 中国 東南アジア その他 合計

61,869 10,975 2,068 5,803 397 81,114

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の内容を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 台湾 中国 東南アジア その他 合計

62,231 6,732 5,182 4,598 479 79,226

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

当期償却額 42 3 45 ― 45

当期末残高 42 8 51 ― 51

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

全社・消去 合計水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

当期償却額 42 3 45 ― 45

当期末残高 ― 5 5 ― 5

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 4,247.27円 4,477.64円

１株当たり当期純利益 237.18円 241.50円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定してお

ります。

３ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

2,731 2,780

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

2,731 2,780

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,515 11,512

４ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(平成29年３月31日)

当連結会計年度末
(平成30年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 49,034 51,681

純資産の部の合計額から控除する金額(百
万円)

130 142

(うち非支配株主持分(百万円)) (130) (142)

普通株式に係る期末の純資産額
(百万円)

48,903 51,538

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(千株)

11,514 11,510

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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